RCCM試験 管理技術力の記述問題　出題予想について 2019


１.出題予想について

　平成30年度の管理技術力記述問題の出題は、次の３件でした。

　　維持管理と長寿命化 ： 老朽化、地方公共団体、ライフサイクルコスト、更新、
　　　　　　　　　　　　　予防的措置、新技術

　　建設コンサルタントにおける人材確保と働き方改革 ： 
　　　　　　　　　　　　　担い手確保、長時間労働、ＯＪＴ、生産性向上、
　　　　　　　　　　　　　ダイバーシティ、多様な働き方

　　設計成果の品質向上 ： 合同現地踏査、業務スケジュール管理表、三者会議、
　　　　　　　　　　　　　BIM/CIMの導入、照査体制、教育訓練、チェックシート、
　　　　　　　　　　　　　コミュニケーション


　・維持管理と長寿命化は、平成26年と平成27年に続き、２年ぶりの出題でした。

　・建設コンサルの人材確保と働き方改革は、平成29年から２年続いての出題でした。

　・設計成果の品質向上は、はじめての出題でした。


　・出題傾向を見ると、一般的に、
　　　　　１問は、前年度と同じ問題が、引き続き出題されています。
　　　　　もう１問は、２～３年前と同じ問題が、出題されています。
　　　　　残りの１問は、はじめての出題です。


　  2019年度の出題は、　　次の出題が予想されます。

　　維持管理と長寿命化、建設コンサルの人材確保と働き方改革、設計成果の品質向上

　　防災・減災、倫理とコンプライアンス

　　　（コンパクトシティの推進、ＩＣＴの利活用と技術開発の出題も予想されます ）



２.解答例について
　　解答例文は、次のようなものを、合計３９件、作成しております。

　　　01  維持管理　　　　　　　　　８件
　　　02  人材確保・育成　　　　　　４件　（建設コンサルタント）
　　　03  防災・減災　　　　　　　　４件
　　　04  倫理とコンプライアンス　　４件
　　　05  品質向上　　　　　　　　　６件
　　　06  コンパクトシティ　　　　　４件
　　　07　ＩＣＴ技術　　　　　　　　５件
　　　08  発注方式　　　　　　　　　４件



　　その他の管理技術力の解答例、管理技術力の部品集は、次のサイトに掲載しています。
　　　　http://kensetu-shikaku.gambaya.com/rccm/


　　その他の管理技術力の解答例とは、情報管理、ＣＰＤ、ＰＦＩ方式、JABEE 認定制度、
　　アカウンタビリティ、アセットマネジメント、リスク管理、合意形成、事例研究に
　　ついての解答例です。




３．RCCM試験 管理技術力の記述問題　出題傾向

1 ：１回目の出題、　②：２回目の出題、　大きな太字は、予想が的中したものです。

	　　　　
年　度
テーマ
	2019予想
	H
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	維持管理と長寿命化　01
　　老朽化、長寿命化
　　地方公共団体、技術力の向上
　　ＰＦＩ、予防的措置
　　ライフサイクルコスト
　　予防保全、点検診断、補修更新
　現状と課題
　今後のあり方
	②
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	建設コンサルタントにおける人材確保と働き方改革　02
　　建設コンサルタントの役割、
　　担い手確保、若手技術者の育成、
　　普及・啓発、長時間労働、
　　生産性向上、ダイバーシティ
　　多様な働き方
　人材確保と技術者育成の必要性
　人材確保・育成のあり方
　働き方改革のあり方
　　就労環境、社会的地位、
　　技術の継承、ＯＪＴ
　　若手技術者、女性技術者
　現状と課題
　今後のあり方
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	防災・減災　03
　　巨大災害、気候変動
　　タイムライン、一極集中、
　　サプライチェーン、生産性向上、
　　コンパクト＋ネットワーク
　現状と課題
　今後のあり方
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　　　※ H26からの出題は、「６つの用語を用いて」の新しい出題形式になっています。

　　①：１回目の出題、　②：２回目の出題、　大きな太字は、予想が的中したものです。
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	倫理とコンプライアンス　04
　　品確法、独占禁止法、担い手三法
　　官製談合防止法、社内規範、
　　職業倫理、技術者倫理、
　　杭打ち偽装、地盤改良偽装、
　　自動車燃費試験偽装
　背景と遵守すべき倫理
　課題と対策
	②
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	設計成果の品質向上　05
　　合同現地踏査、三者会議、
　　業務スケジュール管理表、
　　BIM/CIMの導入、照査体制、
　　教育訓練、チェックシート、
　　コミュニケーション
　課題と取組みの現状
　技術者としての対応のあり方
　個人の取組み
　会社組織の取組み
　価格競争と品質管理
　取組みと方策
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	コンパクトシティの推進　06
　　人口減少、高齢化、公共交通、
　　公共施設の老朽化、行財政、
　　生活サービス機能、
　　都市のスポンジ化、
　　立地適正化計画
　地方都市が抱える課題
　期待される効果
	△
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	ICTの利活用と技術開発　07
　　i-Construction
　　CTM,BIMの取組み
　　社会インフラ用ロボット
　　NETIS 新技術情報提供システム
　　i-Constructionコンソーシアム
　　情報化施工
　取組む背景と課題
　ICT技術の推進方策
　寄与する効果
	△
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　　　※ H26からの出題は、「６つの用語を用いて」の新しい出題形式になっています。


　　①：１回目の出題、　②：２回目の出題、　大きな太字は、予想が的中したものです。
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	発注方式　08
　　プロポーザル方式
　　総合評価落札方式
　　価格競争方式、品確法、
　　低価格入札、調査基準価格
　現状と課題
　今後のあり方
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	情報管理
　個人情報管理の必要措置
　流出事故の内容と対策
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	ＣＰＤ
　制度化の背景
　効果と活用
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	ＰＦＩ方式
　公共事業と民営化の違い
　期待される効果
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	技術力の向上
　必要な事項と方策
　発注・制度・システムのあり方
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	アカウンタビリティ
　求められる背景
　建設コンサルの役割
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　　　※ H26からの出題は、「６つの用語を用いて」の新しい出題形式になっています。
[bookmark: _GoBack]
